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３ 要 旨 

(1) 阿武隈川支流の釈迦堂川における上流から下流にかけての水質変化を調査した。農地や住宅からの

排水の影響が大きいと考えられている全窒素、全リン、及び、宅地からの排水の影響が大きいと考えられて

いる塩素イオンの濃度変化は以下のとおりであった。 

(2) 調査した３項目とも上流より下流が高かった。全窒素及び塩素イオン濃度は４月下旬から５月上旬及

び、８月中旬以降が高く、全窒素濃度は農業用水水質基準値の１mg/Lを越えていた。また、全リン濃度は４

月下旬から５月上旬が高かった。 

(3) ４月下旬から５月上旬の各濃度の上昇は、水稲の移植作業時の落水によるものであり、１回の落水によ

り水田１haから全窒素、全リン、塩素はそれぞれ1.8kg、0.9kg、0.6kg流失すると試算された。 

(4) ５月中旬から８月上旬までの上流から下流へかけての塩素イオン濃度上昇は、流域の宅地数の増加と

似た傾向を示し、塩素イオンの主な排出源は、生活排水と推測された。 

(5) ８月中旬以降の全窒素及び塩素イオン濃度が上昇するのは、主として河川の水量の減少のためと考え

られた。 
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